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●
マ
レ
ー
シ
ア
も
一
強
多
弱

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
国
政
選
挙
は
下
院
選

挙
の
み
で
あ
る
。
執
政
制
度
は
議
院
内

閣
制
で
、
議
会
は
二
院
制
だ
が
上
院
の

直
接
選
挙
は
行
わ
れ
な
い
か
ら
だ
。
選

挙
制
度
は
、
か
つ
て
の
宗
主
国
イ
ギ
リ

ス
と
同
じ
単
純
小
選
挙
区
制
で
あ
る
。

　

一
九
五
七
年
の
独
立
以
来
、
こ
れ
ま

で
に
一
三
回
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
が
、

政
権
交
代
は
一
度
も
生
じ
て
い
な
い
。

歴
代
首
相
は
み
な
統
一
マ
レ
ー
人
国
民

組
織
（
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
）
の
代
表
で
、
Ｕ
Ｍ

Ｎ
Ｏ
が
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
協
会
や
マ
レ

ー
シ
ア
・
イ
ン
ド
人
会
議
な
ど
と
と
も

に
構
成
す
る
与
党
連
合
の
統
治
が
六
〇

年
も
続
い
て
い
る
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、
民
族
や
地
域
性

の
違
い
を
反
映
す
る
か
た
ち
で
多
数
の

政
党
が
あ
る
。
与
党
連
合
の
国
民
戦
線

も
、
一
三
の
政
党
の
寄
り
合
い
所
帯
で

あ
る
。
た
だ
し
国
民
戦
線
は
、
選
挙
の

際
は
全
選
挙
区
で
統
一
候
補
を
擁
立
し

て
き
た
。
加
盟
政
党
の
候
補
は
み
な
国

民
戦
線
の
候
補
と
し
て
出
馬
す
る
。
つ

ま
り
、
選
挙
に
お
い
て
国
民
戦
線
は
事

実
上
単
一
の
政
党
と
し
て
機
能
す
る
。

　

一
方
、
野
党
は
長
ら
く
ば
ら
ば
ら
で

あ
っ
た
。
代
表
的
野
党
の
ひ
と
つ
汎
マ

レ
ー
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
党
（
Ｐ
Ａ
Ｓ
）

は
、
そ
の
名
が
示
す
と
お
り
イ
ス
ラ
ー

ム
主
義
の
政
党
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム

法
を
全
面
的
に
採
用
す
る
国
家
の
建
設

を
党
の
目
標
に
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と

つ
の
代
表
的
野
党
は
、
華
人
を
支
持
母

体
と
す
る
社
会
民
主
主
義
政
党
の
民
主

行
動
党
（
Ｄ
Ａ
Ｐ
）
で
あ
る
。
Ｄ
Ａ
Ｐ

は
、
も
っ
ぱ
ら
非
マ
レ
ー
系
、
非
ム
ス

リ
ム
市
民
の
利
益
を
代
表
す
る
政
党
で

あ
り
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
と
は
対
立
し
て
き
た
。

そ
の
他
の
野
党
は
ほ
と
ん
ど
が
泡
沫
政

党
で
あ
る
。
こ
の
国
の
政
党
制
は
、
巨

大
な
与
党
連
合
を
ば
ら
ば
ら
の
野
党
が

取
り
巻
く
一
強
多
弱
が
常
態
で
あ
っ
た
。

●
一
強
多
弱
の
促
進
要
因

　

た
だ
し
一
強
多
弱
と
い
っ
て
も
、
与

党
が
国
民
の
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
き

た
わ
け
で
は
な
い
。
与
党
の
議
席
占
有

率
と
得
票
率
に
は
、
一
貫
し
て
大
き
な

乖
離
が
あ
る
（
図
１
）。
直
近
の

二
〇
一
三
年
選
挙
で
は
与
党
の
得
票
率

が
四
七
・
四
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
が
、

そ
れ
で
も
与
党
は
議
席
の
六
割
を
得
た
。

過
半
数
票
を
得
な
が
ら
政
権
を
と
れ
な

か
っ
た
野
党
側
は
、
民
意
を
反
映
し
な

い
選
挙
は
不
当
だ
と
訴
え
て
い
る
。

　

こ
の
意
見
に
、
皆
さ
ん
は
同
意
な
さ

る
だ
ろ
う
か
。
翻
っ
て
我
が
国
の
状
況

を
み
る
と
、
二
〇
一
四
年
の
衆
議
院
選

挙
の
小
選
挙
区
に
お
い
て
、
連
立
与
党

は
四
九
・
五
％
の
得
票
率
で
議
席
の

七
八
・
六
％
を
得
て
お
り
、
得
票
率
と

議
席
率
の
乖
離
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
そ
れ

よ
り
大
き
い
（
表
１
）。
比
例
代
表
の

部
分
を
合
わ
せ
て
も
、
自
民
党
と
公
明

党
は
四
八
・
二
％
の
票
で
六
八
・
六
％
の

議
席
を
得
た
勘
定
に
な
る
。
日
本
の
与

党
も
、
得
票
に
対
し
て
不
釣
り
合
い
に

多
く
の
議
席
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
日
本
と
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、

得
票
率
と
議
席
占
有
率
の
差
を
も
た
ら

す
要
因
に
違
い
が
あ
る
。
日
本
で
は
、

小
選
挙
区
制
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

与
野
党
が
一
騎
打
ち
に
な
る
選
挙
区
が

少
な
い
。
多
く
の
場
合
、
政
府
・
与
党

に
対
す
る
批
判
票
を
野
党
ど
う
し
が
奪

い
合
っ
て
い
る
。
前
回
の
衆
議
院
選
挙

に
お
け
る
自
民
・
公
明
両
党
の
当
選
者

の
う
ち
、
得
票
率
が
五
〇
％
に
満
た
な

か
っ
た
候
補
の
割
合
は
約
四
割
に
達
す

る
。
野
党
ど
う
し
の
争
い
が
膨
大
な
死

票
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
野
党
は

一
九
九
〇
年
代
か
ら
断
続
的
に
選
挙
協

力
を
行
っ
て
き
た
。
対
立
と
歩
み
寄
り

を
繰
り
返
す
な
か
で
、
協
調
す
れ
ば
議

席
が
増
え
、
対
立
す
れ
ば
減
る
こ
と
を

野
党
は
学
ん
だ
。
二
〇
一
三
年
選
挙
で

は
野
党
側
も
候
補
者
の
一
本
化
を
完
遂

し
た
た
め
、
五
〇
％
以
下
の
得
票
率
で

当
選
で
き
た
議
員
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
と
し
て
は

与
党
が
五
割
に
満
た
な
い
得
票
で
六
割

の
議
席
を
得
た
。
な
ぜ
な
ら
、
マ
レ
ー

シ
ア
で
は
一
票
の
格
差
が
極
端
に
大
き

く
、
与
党
の
地
盤
で
あ
る
農
村
部
が
過

大
な
議
席
を
も
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
有

特集
選挙の風景

中
村 

正
志

一強
多
弱
か
ら
の
脱
却
に
は
選
挙
協
力
が
鍵

―
マ
レ
ー
シ
ア
と
日
本
―
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権
者
数
が
最
少
の
選
挙
区
と
最
多
の
選

挙
区
と
の
格
差
は
九
・
一
三
倍
も
あ
る
。

　

七
八
カ
国
の
下
院
選
挙
に
お
け
る
一

票
の
格
差
を
比
較
し
た
文
献
（
参
考
文

献
①
）
に
な
ら
っ
て
、
格
差
が
一
切
な

い
状
態
（
た
と
え
ば
全
国
一
区
の
比
例

代
表
制
）
な
ら
〇
に
な
り
、
格
差
が
大

き
く
な
る
に
つ
れ
て
一
に
近
づ
く
指
標

を
計
算
す
る
と
、
日
本
の
数
値
が
〇
・

〇
八
三
四
な
の
に
対
し
、
マ
レ
ー
シ
ア

は
〇
・
一
七
三
三
で
あ
っ
た
。
先
の
文

献
が
対
象
と
す
る
七
八
カ
国
の
う
ち
最

悪
の
数
値
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
（
一
九
九
五

年
）
の
〇
・
二
六
一
九
だ
っ
た
の
で
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
格
差
は
か
な
り
大
き
い

と
い
え
る
。
こ
の
文
献
の
事
例
と

二
〇
一
三
年
の
マ
レ
ー
シ
ア
を
比
較
す

る
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
よ
り
格
差
が
大
き

い
事
例
は
五
つ
し
か
な
い
。

　

世
界
最
悪
水
準
の
一
票
の
格
差
は
、

都
市
で
支
持
を
伸
ば
し
て
き
た
野
党
に

と
っ
て
大
き
な
障
壁
で
あ
る
。
だ
が
裏

を
返
せ
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
野
党
は
選

挙
協
力
を
完
遂
す
る
こ
と
で
、
も
う
少

し
で
こ
の
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
ま
で
来
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

●
「
争
点
は
何
か
」
を
め
ぐ
る
攻

防
　

で
は
、
野
党
の
躍
進
を
食
い
止
め
た

い
政
府
・
与
党
に
は
何
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
ま
で
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
議

会
の
定
数
増
員
の
際
に
与
党
に
有
利
に

な
る
よ
う
な
選
挙
区
割
り
の
変
更
が
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
も
う
そ
の
手

は
使
え
な
い
。
議
員
定
数
は
憲
法
で
定

め
ら
れ
て
お
り
、
現
状
で
は
与
党
単
独

で
は
憲
法
改
正
に
必
要
な
議
員
数
（
三

分
の
二
）
に
満
た
な
い
か
ら
だ
。

　

残
さ
れ
た
選
択
肢
の
な
か
で
も
っ
と

も
効
果
が
見
込
め
る
の
は
、
野
党
の
あ

い
だ
に
楔
を
打
ち
込
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。

も
と
も
と
野
党
が
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
の

は
、
宗
教
政
策
な
ど
に
関
し
て
大
き
な

立
場
の
隔
た
り
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
こ

の
相
違
点
を
棚
上
げ
し
、
政
治
改
革
な

ど
近
い
立
場
を
と
る
争
点
を
前
面
に
打

ち
出
す
こ
と
で
野
党
協
調
が
可
能
に
な

っ
た
。
そ
し
て
有
権
者
が
新
た
な
争
点

の
重
要
性
を
認
め
た
か
ら
こ
そ
、
野
党

は
選
挙
で
躍
進
し
得
た
。
な
ら
ば
与
党

は
、
そ
の
逆
を
や
れ
ば
よ
い
。
野
党
ど

う
し
の
立
場
が
異
な
る
争
点
に
有
権
者

の
関
心
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

自
ず
と
野
党
は
割
れ
る
だ
ろ
う
。

　

二
〇
一
三
年
選
挙
の
後
、
苛
烈
な
イ

ス
ラ
ー
ム
刑
法
（
ハ
ッ
ド
刑
）
の
施
行

に
向
け
て
Ｐ
Ａ
Ｓ
が
法
改
正
に
乗
り
出

し
、
そ
の
結
果
、
野
党
間
関
係
が
著
し

く
悪
化
し
た
。
二
〇
〇
八
年
選
挙
を
機

に
結
成
さ
れ
た
野
党
連
合
は
昨
年
六
月

に
瓦
解
し
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
は
分
裂
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
ハ
ッ
ド
刑
施

行
の
た
め
の
法
整
備
に
関
す
る
首
相
府

と
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
の
Ｐ
Ａ
Ｓ
へ
の
協
力
が
あ

っ
た
。
政
府
・
与
党
の
協
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
Ｐ
Ａ
Ｓ
は
ハ
ッ
ド
刑
施
行
に

向
け
た
法
的
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
、
具
体
的
な
進
展
を
み
た
こ
と
で

こ
の
問
題
が
重
大
争
点
と
な
っ
て
野
党

連
合
解
体
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
強
多
弱
か
ら
の
脱
却
に
は
野
党
の

選
挙
協
力
が
鍵
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、

与
党
に
と
っ
て
は
野
党
を
分
断
す
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
し
て
野
党
協
調

が
成
功
す
る
か
否
か
は
、
有
権
者
が
ど

の
争
点
を
重
要
争
点
と
認
め
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
。

（
な
か
む
ら　

ま
さ
し
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
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東
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ア
ジ
ア
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研
究
グ
ル
ー
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図 1　マレーシア下院選挙における与党の議席占有率と得票率の変遷表 1　直近の下院選挙 1) における連立与党の成績と一票の格差

マレーシア 日本

与　党

名称 国民戦線 自民・公明
得票率 47.4% 49.5%
議席占有率 59.9% 78.6%
得票率 50％未満の議席の割合 5.3% 39.7%

一票の格差 最大格差（最少 : 最多） 1:9.13 1:2.13
MAL2) (Loosemore–Hanby index) 0.1733 0.0834

（注） 1 ) マレーシアは 2013 年 5 月 5 日の連邦下院選挙，日本は 2014 年 12 月 14
日の衆議院選挙の小選挙区が対象。

2) MAL=�Σ｜si −vi｜. 
si は議席総数に対する選挙区i の議席数の割合。
vi は有権者総数に対する選挙区i の有権者数の割合。

（出所） マレーシアについては選挙委員会ウェブサイト，日本については読売新
聞ウェブサイトならびに各都道府県のウェブサイトに記載のデータから算
出。
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（出所）マレーシア選挙委員会報告書、同ウェブサイトに記載のデータから算出。

　　　1969 年についてはマレー半島部のみが対象。
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